
IoT 遠隔教育モ 事業 

 

 前提 い さ    

  市 急 人口減少 そ 起因す 問題 解決す 社会情勢や環境変化 柔

軟 対応 強 生 し 特色あ 施策展開 急務 あ 認識し 昨年度総務省

地域 IoT 実装 計画策定 推進体制構築支援事業 応募 

   

 

 

市 全部署 対象 課題 洗い出し 課題解決す 部門 選定 →教育 観 ２部門 

  事務局 協議 い 規模校 課題 焦点 当 解決法 模索 計画 策定し  

   

 計画 容   

学校 整備す iPad プロ クタ 用い 遠隔教育 入 取 組  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

最 限 一般的 設備機器 す こ 市 源 担 軽減す 遠隔相手側

設備調達 担 減 国外 繋 能性 広  

他校 合 学習 け く 英語教育や ク 特色的 取組 進  

  

※IoT：Internet of Things 様々 モ 繋 インタ ッ そ タ 社会 実現  

事業 容 地域課題解決 目指す 地域 IoT 入 希望 検討し い 知見

や 持 い 取組 進 い い地方公共団体 対し 地域 IoT 入 向け

計画策定 推進体制構築 総務省 支援す いう事業 

遠隔教育…ICT 技術 活用し 時 方向型 行う教育 過疎地 合 授業 遠隔地

外部講師 活用 不 校児童生徒等 学習機会確保 考え 文科省 教育 課題解決

や新しい ICT 時代 対応 期待さ 取組 推進さ い  

高 通信 



   目的 い   

    市 学校 す 学校 規模校 10 ク 未満 あ 規模校 個別

指 行いやすい 利点 あ 一方 人間関 限定 固定化さ 表現

力 コ ュニケ ョン能力 育成 や 多様 考え 触 教育環境 整い く

い いう欠点 あ  

対策 し 交流学習 機会確保や体験活動 効果的 あ 移動時間や移動す

費用 制約 あ 回数 限 い  

そこ ＩＣＴ 活用し 遠隔教育 行うこ 児童生徒 コ ュニケ ョン

活性化や学習意欲 向上 す さ 様々 体験や専門的 授業 取 入 こ

多様性 あ 学習や質 高い教育 実現す  

    

    

    

    

    
 

 事業計画 ケ ュ    

H30 年度 計画事業年度  

総務省 地域 IoT 実装 計画策定 推進体制構築支援事業 計画 策定 

R 元年度 モ 事業年度  

市 3 校 伊佐 厚保 秋芳桂花 モ 校 し 設定し 市教委 学校

ク推進課 遠隔教育推進プロ ク チ 結成 

iPad 標準搭載 ビ 通話アプ FaceTime 用い 遠隔教育 方法 模索 第一

段階 し タ 方向 繋 遠隔授業 目指す  

R2 年度 推進展開年度   

市 す 学校 iPad 入 整備 展開 進 各学校 外部講師や活用方法

情報提供 行い 留学生 湾 コ ク等 遠隔教育 取 組  

R3 年度 取組拡大年度  

各学校 特色 あ 個別 取組 展開す 取組コン 行う  

 予算  

今年度予算 し 3 校分 高 通信回線費用 進地視察旅費 事業 補助す ICT 支援

員 報酬 1 備品 1,483 千 計上し い  

 課題  

○iPad 標準搭載 ビ 通話アプ FaceTime 活用す 授業 想定や実際 試し

授業構成等 調整 模索し いく 構想 実現 い場合 他 アプ

や専用アプ 開 企業協力依頼 検討す 必要 あ  

○教員 業務過多 問題 い 状況 い 事業 軽減 効率化 行う 他事業

ク ップ等 考え いく必要 あ 学校現場 調整 図 必要 あ  

例え  離 規模校 士 学び競い合う遠隔合 授業 

外部 専門講師 質 高い遠隔授業 

山口大学 留学生 繋 英会話 授業 

遠隔通信 イ 体験活動 

中国 湾 好都市や世界各地 ク 繋 国際交流  

 






























